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障
の
財
源
の
書
き
ぶ
り
が
ど
う
な
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。五
月
九
日
、

自
民
党
高
村
正
彦
副
総
裁
を
会
長
と

す
る
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
が

開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら
か
ら
要
望
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
議
員
の
会
と
し

て
の
提
言
を
と
り
ま
と
め
て
厚
生
労

働
省
を
は
じ
め
官
邸
へ
申
し
入
れ
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
（
関
連
記
事
二

面
）。
日
本
医
師
連
盟
の
活
動
は
、

日
本
医
師
会
の
考
え
る
医
療
政
策
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
政
治
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
、
大
変
意
義
あ
る
活
動
が
で
き

る
の
も
、
各
都
道
府
県
医
師
連
盟
の

先
生
方
に
地
元
の
国
会
議
員
と
良
好

な
関
係
を
築
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
。
今
年
の
二
月
、
各
都

道
府
県
か
ら
若
い
世
代
の
先

生
二
名
、
そ
れ
と
委
員
長
に

も
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
医

政
活
動
研
究
会
を
開
催
し

て
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
の
反
省
な

ら
び
に
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

議
論
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
日
医
の

政
策
実
現
の
た
め
の
医
師
連
盟
活
動

の
強
化
の
必
要
性
に
関
す
る
話
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
四
月

に
は
自
民
党
青
年
局
の
一
員
で
あ
る

自
見
は
な
こ
参
議
院
議
員
の
尽
力
も

あ
り
、
自
民
党
青
年
局
所
属
の
国
会

議
員
と
医
師
会
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

会
の
先
生
方
を
は
じ
め
と
す
る
若
手

日
医
会
員
の
先
生
方
と
懇
親
の
機
会

を
実
現
し
た
。
自
民
党
の
若
手
議
員

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
財
政
主
導
型

の
考
え
が
多
い
の
だ
が
、
そ
の
先
生

方
に
日
医
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
、
互
い
の
理
解
を
大

日医連執行委員会 開催
平成29年度交付金 30%に決定

横
倉
義
武
委
員
長
は
執
行
委
員
会

冒
頭
で
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「
六
月
の
初
め
に
『
骨
太
の
方
針

２
０
１
７
』
が
策
定
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
今
の
最
大
の
関
心
事
は
、

来
年
度
予
算
の
編
成
方
針
、
社
会
保

挨拶する横倉義武委員長

い
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
医
師
連
盟

活
動
を
強
化
し
、国
民
医
療
を
守
れ
る

よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

そ
の
の
ち
、
議
事
に
入
り
、
今
村

聡
副
委
員
長
か
ら
、「
平
成
二
十
九

年
度
の
都
道
府
県
医
師
連
盟
へ
の
交

付
金
は
、
日
医
連
推
薦
議
員
が
二
名

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
日
医
連
の
財

政
状
況
も
勘
案
し
、
昨
年
度
と
同
様

三
〇
％
の
交
付
と
し
た
い
」
と
の
提

案
が
あ
っ
た
。
出
席
者
よ
り
、
地
元

で
の
連
盟
活
動
を
積
極
的
に
行
う
た

め
に
、
も
う
少
し
交
付
金
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ

た
。
執
行
部
よ
り
、
参
議
院
議
員
選

挙
時
に
、
以
前
は
特
別
会
費
を
徴
収

し
て
い
た
が
、
羽
生
田
俊
先
生
、
自

見
は
な
こ
先
生
の
選
挙
の
際
に
は
徴

収
し
て
い
な
い
こ
と
が
説
明
さ
れ

た
。
三
〇
％
の
交
付
に
す
る
と
い
う

提
案
は
、
原
案
ど
お
り
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
今
村
副
委
員
長
よ
り
、
京

都
府
医
師
連
盟
か
ら
選
出
さ
れ
て
い

る
執
行
委
員
が
安
達
秀
樹
氏
か
ら
松

井
道
宣
氏
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

日医連執行委員会

　日本医師連盟は5月16日、日医会館で常任執行委員会、執行
委員会を開催した。日本医師連盟交付金を昨年度と同じ30％に
することが決まった。
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か
し
、
人
の
命
、
営
み
は

簡
単
に
割
り
切
れ
る
も
の

で
は
な
い
。『
骨
太
の
方

針
２
０
１
７
』
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
医
師
会
の

先
生
方
よ
り
誤
り
な
き
よ

う
ご
指
導
い
た
だ
き
た

い
」と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
横
倉
義
武
日
医
連
委
員

長
は
挨
拶
の
な
か
で
、「
現
在
の
診

療
報
酬
の
水
準
で
は
人
、
医
療
従
事

者
の
処
遇
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
医
療
従
事
者
の
処
遇
を
改

善
で
き
れ
ば
、
と
く
に
地
方
に
お
い

て
は
経
済
へ
多
大
な
貢
献
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
観

点
か
ら
も
医
療
従
事
者
へ
の
手
当
て

を
お
願
い
し
た
い
。
厳
し
い
財
政
事

情
は
承
知
し
て
い
る
が
、
社
会
保
障

の
充
実
は
、
国
民
の
将
来
の
不
安
を

解
消
し
、
明
る
い
、
高
齢
社
会
を
つ

く
っ
て
い
け
る
」
と
語
っ
た
。

釜
萢
敏
常
任
執
行
委
員
よ
り
、
日

医
の
考
え
る
『
骨
太
の
方
針
２
０
１

７
』
に
対
し
て
考
え
る
「
懸
念
と
提

言
」（
別
掲
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

内
閣
府
か
ら
、「『
骨
太
の
方
針
２

０
１
７
』
は
国
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め

る
、
健
康
へ
の
取
組
が
大
き
な
柱
と

な
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
厚
生

労
働
省
か
ら
は
、
塩
崎
恭
久
厚
生
労

働
大
臣
が
四
月
十
二
日
の
経
済
諮
問

会
議
で
行
っ
た
発
言
内
容
に
つ
い
て

五
月
九
日
午
前
八
時
三
十
分
よ

り
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
お
い

て
、
自
民
党
所
属
議
員
に
よ
る
議
員

連
盟「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
」

（
会
長
＝
高
村
正
彦
自
民
党
副
総
裁
）

の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
約
百
八
十
名
を
超

え
る
議
員
（
代
理
含
む
）
が
出

席
し
、
日
医
連
（
日
医
）
か
ら

は
横
倉
義
武
委
員
長
を
は
じ

め
、
役
員
が
出
席
し
た
。

高
村
会
長
は
冒
頭
の
挨
拶
の

な
か
で
「
平
均
寿
命
が
世
界
一

に
な
っ
て
久
し
い
が
、
こ
の
こ

と
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
維
持

さ
れ
、
全
国
津
々
浦
々
で
良
質

な
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
持
続
可
能
に
す
る

の
と
同
時
に
良
質
な
医
療
を
提

供
で
き
る
環
境
を
持
続
可
能
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
、
横
倉
委
員
長
は
、

「
一
年
半
前
の
平
成
二
十
七
年
十
二

月
診
療
報
酬
改
定
の
際
に
は
、
国
民

医
療
を
守
る
議
員
の
会
の
先
生
方
に

は
大
変
ご
指
導
を
賜
っ
た
」
と
謝
意

を
述
べ
た
。
次
に
、
現
在
の
経
済
情

勢
の
先
行
き
が
不
透
明
で
、
財
政
健

全
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、「
現

在
の
診
療
報
酬
の
水
準
で
は
医
療
機

関
の
費
用
の
な
か
に
占
め
る
人
件
費

の
割
合
が
低
下
し
、
医
療
従
事
者
の

人
件
費
を
圧
迫
す
る
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。
医
療
介
護
分
野
は
雇
用
誘
発

効
果
が
高
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
果

実
を
活
用
し
て
医
療
に
財
源
を
投
下

す
れ
ば
、
経
済
成
長
を
促
し
、
地
方

創
成
へ
の
多
大
な
貢
献
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ

れ
ば
、
雇
用
創
出
・
雇
用
拡
大
が
も

た
ら
さ
れ
、
経
済
成
長
と
ロ
ー
カ
ル

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
通
じ
て
賃
金
上
昇

を
も
た
ら
し
、好
循
環
が
形
成
さ
れ
、

国
民
の
将
来
不
安
の
解
消
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
説
明
し
た
。

ま
た
、近
い
う
ち
に
決
め
ら
れ
る『
骨

太
の
方
針
２
０
１
７
』
に
対
し
七
項

目
の
懸
念
と
、
六
項
目
の
提
言
を
明

ら
か
に
し
た
。

そ
の
の
ち
、
出
席
議
員
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。出
席
議
員
か
ら
は
、

消
費
税
の
一
〇
％
へ
の
税
率
引
き
上

げ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
所
得
税
の

累
進
構
造
の
厳
格
化
、
資
産
課
税
の

強
化
等
正
面
か
ら
財
源
に
つ
い
て
取

り
組
む
こ
と
、
日
医
の
積
極
的
な
広

報
活
動
、
医
学
部
教
育
の
あ
り
方
、

受
動
喫
煙
対
策
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
医
療
費
に
つ
い
て
等
、
多
く
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

鴨
下
一
郎
会
長
代
行
か
ら
、
横
倉

委
員
長
か
ら
話
の
あ
っ
た
日
医
連

（
日
医
）の
懸
念
、提
言
、を
骨
子
に
、

本
日
の
出
席
議
員
の
意
見
を
ま
と

め
、
議
連
と
し
て
提
言
を
ま
と
め
た

い
の
で
、
取
り
扱
い
に
関
し
て
、
執

行
部
に
一
任
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
申
し
出
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

後
日
、
議
員
の
会
執
行
部
に
お
い

て
決
議
（
別
掲
）
が
と
り
ま
と
め
ら

れ
、
六
月
一
日
、
菅
義
偉
内
閣
官
房

長
官
、
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
大
臣
を

「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
」
幹

部
が
訪
問
し
要
望
を
行
っ
た
。

国民医療を守る議員の会

国
民
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障
へ
向
け
た
決
議（
抄
）

　
超
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、
国
民
に
安
心
で
良
質
な
医
療
提
供

体
制
を
確
保
し
、
世
界
に
冠
た
る
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
。

一
、
予
防
重
視

一
、
技
術
革
新
へ
の
対
応 

一
、
患
者
本
位
の
医
療
の
実
現

一
、�

経
済
成
長
を
促
し
、
地
方
創
生
へ
つ
な
が
る
医
療
従
事
者
の
確

保
と
処
遇
の
改
善

一
、
薬
価
制
度
の
抜
本
改
革 

一
、�

病
院
機
能
の
強
化
と
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
心
と
な
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
の
評
価

一
、
適
切
な
社
会
保
障
財
源
の
確
保

一
、
公
立
病
院
へ
の
補
助
金
の
有
効
活
用 

一
、
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
以
外
で
の
予
算
措
置

右 

、
決
議
す
る
。

平
成
二
十
九
年
六
月
一
日 

国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会

左から　野田毅顧問、横倉義武委員長、高村正彦会長、 
鴨下一郎会長代行、武見敬三幹事長、上川陽子会長代理

四
月
二
十
六
日
、「
医
療
政
策
研

究
会
（
自
民
党
の
中
堅
・
若
手
議
員

と
日
本
医
師
連
盟
と
の
医
療
政
策
に

関
す
る
勉
強
会
）」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
七
十
七
名
の
国
会
議
員
（
代

理
を
含
む
）、
日
医
連
役
員
、
東
京

都
医
師
政
治
連
盟
役
員
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
医
療
政
策
研
究
会
会
長
の

武
見
敬
三
参
議
院
議
員
か
ら
、「『
骨

太
の
方
針
２
０
１
７
に
向
け
て
』
と

い
う
資
料
が
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

に
お
い
て
民
間
議
員
よ
り
提
出
さ
れ

た
。
極
め
て
包
括
的
に
『
効
率
化
』

と
い
う
こ
と
が
随
所
に
組
み
込
ま

れ
、
財
政
規
律
の
立
て
直
し
に
大
き

な
ウ
ェ
イ
ト
が
お
か
れ
て
い
る
。
し

骨
太
の
方
針
２
０
１
７
に
つ
い
て
議
論

第
20
回
医
療
政
策
研
究
会

国民が安心できる
 社会保障に必要な財源の
　　　　　　　　　　確保を

自民党議員連盟 「国民医療を守る議員の会」総会開催

横倉義武委員長

説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
の
ち
、参
加
国
会
議
員
と
日
医

連
と
の
間
で
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 医療政策研究会

「懸念と提言」
「骨太の方針2017」への懸念

1．社会保障関係費の伸びの抑制の継続
2．薬価制度の抜本改革
3．�かかりつけ医以外を受診した場合の�
定額負担（受診時定額負担）

4．都道府県ごとの診療報酬の設定
5．病床再編における都道府県の権限強化
6．�一億総活躍における介護処遇改善の増額
に伴う医療財源の圧迫

7．�教育国債の発行（または子ども保険の創設）
による社会保障財源の圧迫

「骨太の方針2017」に向けた提言

1．地方創生　　3．未来投資　5．たばこ対策
2．働き方改革　4．応能負担　6．その他
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に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
死

因
究
明
等
の
推
進
に
関
す
る
法

案
の
参
議
院
政
策
審
議
会
で
の

説
明
者
に
ご
指
名
い
た
だ
き
ま

し
た
。
成
育
基
本
法
議
員
連
盟

で
は
事
務
局
次
長
と
し
て
、
事

務
局
長
の
羽
生
田
俊
先
生
と
と

も
に
秋
の
臨
時
国
会
に
向
け
て

活
動
を
活
発
に
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
加
え
て
一
月
に

事
務
局
長
と
し
て
女
性
医
療
職

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
議
連
を
設
立

し
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
加
速

し
て
い
る
働
き
方
改
革
の
波

や
、
医
療
経
営
を
支
え
る
財
政

基
盤
の
安
定
化
な
ど
の
課
題

と
、
医
療
界
を
支
え
る
構
成
要

因
の
女
性
比
率
が
急
速
に
増
え
て
い

っ
て
い
る
こ
と
は
密
接
に
連
動
し
て

お
り
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

議
員
立
法
の
提
出
成
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
骨
髄
バ
ン
ク
議

連
の
事
務
局
次
長
を
拝
命
し
、
法
案

成
立
後
三
年
の
見
直
し
時
期
を
迎
え

ド
ナ
ー
登
録
の
伸
び
悩
み
や
諸
課
題

の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
議
員
勉
強
会
と
し
て
は
、
救
急

車
の
出
動
要
請
が
増
加
し
て
い
く
な

か
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
や
在
宅
や
終

活
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
救
急
医
療

体
制
の
勉
強
会
と
、
医
師
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
、
と
く
に
今
年
が
平
成

三
十
二
年
度
か
ら
の
初
期
研
修
の
見

直
し
の
案
を
決
め
る
時
期
で
あ
る
た

め
、
厚
労
省
と
文
科
省
を
結
ぶ
議
員

勉
強
会
を
主
催
し
先
輩
議
員
の
ご
指

導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
な
か
で
、

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
を
国

と
し
て
向
上
、
担
保
す
る
仕
組
み
も

必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
勉
強
会

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。我

々
医
療
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
な
か
、
と
く
に
本
年
は
年

末
に
六
年
に
一
度
の
医
療
、
介
護
の

ダ
ブ
ル
改
定
を
控
え
て
お
り
ま
す
。

横
倉
義
武
委
員
長
を
は
じ
め
と
し
た

日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
の
ご
経
験

と
英
知
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
羽
生
田
先

生
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
国
会
活
動

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

※
次
号
、参
議
院
議
員
羽
生
田
俊
先
生

よ
り
、ご
寄
稿
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

今
年
一
月
か
ら
開
会
し
た
第
百
九

十
三
回
通
常
国
会
が
、
六
月
十
八
日

を
も
っ
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。
委

員
会
質
問
は
一
般
質
疑
、
精
神
保
健

福
祉
法
、
次
世
代
医
療
基
盤
法
、
地

域
包
括
ケ
ア
改
正
介
護
保
険
法
、
医

療
法
の
一
部
改
正
法
、
厚
生
労
働
省

設
置
法
の
一
部
改
正
法
、
児
童
福
祉

法
改
正
な
ど
、
昨
年
十
一
月
か
ら
で

は
通
算
九
回
に
も
及
び
ま
し
た
。
受

動
喫
煙
防
止
法
案
は
、
政
府
か
ら
の

法
案
提
出
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
全
国
の
先
生
方
の
署
名
を
持
っ

て
秋
の
臨
時
国
会
に
臨
み
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
強
力
な
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
民
党
内
で
は
昨
年
秋
の
税
制
改

正
か
ら
、
年
明
け
て
か
ら
三
月
ま
で

の
予
算
案
大
詰
め
に

始
ま
り
、
六
月
の
政

府
の
『
骨
太
の
方
針

２
０
１
７
』
の
閣
議

決
定
に
至
る
党
内
議

論
に
ま
で
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
議
員
立
法
で

は
、
会
期
中
に
提
出

四
月
二
十
七
日
、
自
民
党
本
部
に

お
い
て
「
日
本
医
師
会
若
手
会
員
と

自
民
党
青
年
局
と
の
意
見
交
換
会
」

が
開
か
れ
た
。
若
手
医
師
と
、
今
後

の
医
療
政
策
を
担
っ
て
い
く
国
会
議

員
と
の
意
見
交
換
を
主
眼
に
置
い
た

こ
の
会
合
は
、
平
成
二
十
七
年
の
七

月
に
続
い
て
第
二
回
の
開
催
。

今
回
は
自
民
党
青
年
局
か
ら
人
数

を
絞
っ
て
会
を
行
い
た
い
と
の
提
案

が
あ
り
、
日
本
医
師
会
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し

た
若
手
会
員
と
、
青
年
局
（
四
十
五

歳
以
下
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
）

所
属
議
員
と
の
意
見
交
換
会
と
な
っ

た
。
鈴
木
馨け

い
す
け祐

青
年
局
長
（
衆
神
奈

川
７
区
、
３
期
）
と
自
見
は
な
こ
青

年
局
次
長
（
参
比
例
、
１
期
）
の
呼

び
か
け
に
よ
り
二
十
三
名
の
国
会
議

員
、
十
七
名
の
医
師
会
員
が
出
席
し

た
。佐

々
木
紀
青
年
局
団
体
部
長
（
衆

石
川
２
区
、
２
期
）
の
司
会
の
も
と

開
会
し
、
鈴
木
青
年
局
長
お
よ
び
山

口
泰
明
組
織
運
動
本
部
長
（
衆
埼
玉

10
区
、
６
期
）
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
医
師
会
を
代
表
し
て
横
倉

義
武
日
医
会
長
（
日
医
連
委
員
長
）、

今
村
聡
日
医
副
会
長
（
日
医
連
副
委

員
長
）
が
挨
拶
し
た
。
横
倉
会
長
は
、

会
の
開
催
に
つ
い
て
双
方
の
出
席
者

に
謝
意
を
述
べ
た
う
え
で
、
同
世
代

の
国
会
議
員
と
医
師
会
員
が
活
発
に

意
見
を
交
換
し
合
え
る
場
と
な
る
よ

う
、
と
く
に
医
師
会
員
か
ら
の
積
極

的
な
発
言
に
期
待
を
示
し
た
。

国
会
議
員
・
医

師
会
員
そ
れ
ぞ
れ

の
自
己
紹
介
の
の

ち
、
佐
原
博
之
医

師
会
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
長
が
、
医

師
会
の
活
動
や
医

療
界
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
た
。
医

師
会
の
沿
革
・
概

要
を
は
じ
め
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
の

医
療
の
違
い
、
現

時
点
で
の
課
題
と

今
後
の
展
望
等
に

関
し
て
、
医
療
政

策
も
絡
め
な
が

ら
、
資
料
を
用
い

て
説
明
し
た
。
と

く
に
混
合
診
療
の

全
面
解
禁
に
つ
い

て
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
を
形
骸
化
さ
せ
、

さ
ら
な
る
医
療
崩
壊
を
招

き
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
医

師
会
と
し
て
強
く
反
対
し

て
い
る
点
を
、
長
く
時
間

を
割
い
て
身
近
な
例
と
と

も
に
説
明
し
、
国
会
議
員

の
理
解
を
促
し
た
。

意
見
交
換
に
入
る
と
、
双
方
か
ら

発
言
が
相
次
い
で
活
発
な
議
論
が
広

が
っ
た
。
依
然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
し
て
い
る
な
か
、
か
つ

ま
た
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時

改
定
を
年
末
に
控
え
る
時
期
に
あ
っ

て
、“
社
会
的
共
通
資
本
”
と
し
て

の
医
療
を
保
護
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
施
策
に
関
し
て
、
意
見
を
交
わ

し
合
っ
た
。

第
一
部
が
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と

な
り
、
場
所
を
移
し
て
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。
中
泉
松
司
青
年
局
団
体
副

部
長
（
参
秋
田
、
１
期
）
が
司
会
を

務
め
、
鈴
木
青
年
局
長
・
釜
萢
敏
日

医
常
任
理
事
（
日
医
連
常
任
執
行
委

員
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
自
見
青
年

局
次
長
が
乾
杯
に
立
っ
た
。
懇
親
会

か
ら
の
出
席
と
な
っ
た
国
会
議
員
も

懇
談
に
加
わ
り
、
終
了
時
刻
い
っ
ぱ

い
ま
で
熱
い
語
ら
い
が
続
け
ら
れ

た
。

永田町トピックス

参議院議員の自見はなこ先生から、ご寄稿をいただきました

「第193回通常国会を終えて」
参議院議員 自見はなこ

日
本
医
師
会
若
手
会
員
と

 
自
民
党
青
年
局
と
の
意
見
交
換
会
開
催

厚生労働委員会で発言

意見交換会

懇親会

（左から）大沼みずほ参議院自民党副幹事長、 
髙階恵美子女性局長、自見はなこ女性局次長、 

丸川珠代五輪担当大臣、橋本聖子参議院自民党議員会長
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